
 

 

琉球大学医学部規程 

 

                                                                             （昭和 56 年 3 月 31 日制定） 

  （趣 旨） 

第１条  この規程は、琉球大学学則（以下「学則」という。）に定めるもののほか、琉球大学医学部（以下「医学部」という。） 

の授業科目、単位、授業時間、履修方法その他必要な事項を定める。 
（教育内容等の改善のための組織的な研修等） 

第１条の２ 授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究を実施するものとする。 

  （学科及び講座） 

第２条  本学部に、次の学科及び講座を置く。 

  医学科 

    保健学科   基礎看護学、成人老年看護学、母子看護学、地域看護学、生体検査学、病態検査学 

（教育研究上の目的） 

第２条の２ 医学部の教育研究上の目的及び医学科、保健学科の人材の育成に関する目的は、次のとおりとする。 

 医学部 

（1）島嶼環境にある沖縄県のおかれた自然的・地理的条件並びに歴史的背景をふまえ、地域医療を充実させる。 

（2）国民の医療、福祉、保健の向上に貢献するとともに、南に開かれた国際性豊かな医学部として発展させ、東南アジアを

主とする諸外国との学術交流及び保健・医療協力に寄与する。 

 医学科 

 医学に関する専門の学術を修得し、医の倫理を身につけ、医学の進歩に柔軟に対応しうる医師、研究者を育成する。 

 保健学科 

 保健学に関する専門の学術を修得し、生命を尊重する思いやりを持った、地域社会並びに国際社会に貢献する保健医療専門職

者を育成する。 

（共通教育等の授業科目の種類等） 

第３条  共通教育及び専門基礎教育（以下「共通教育等」という。）の授業科目の種類、単位数及びその履修方法は、琉球大学 

共通教育等履修規程の定めるところによる。 

  （専門教育の授業科目等） 

第４条  各学科の専門科目の種類、単位数、授業時間数及び履修方法については、別表１及び別表２のとおりとする。 

  （単位の計算方法） 

第５条 専門教育の授業科目の単位の計算方法は、次のとおりとする。 

  （1） 講義及び演習については、１５時間の授業をもって１単位とする。ただし、教育上必要と認められる場合には、３０時 

間の授業をもって１単位とする。 

 （2） 実験及び実習については、４５時間の授業をもって１単位とする。ただし、教育上必要と認められる場合には、３０時 

間の授業をもって１単位とする。 

(3)  一つの授業科目について、講義、演習、実験又は、実習のうち二以上の方法の併用により行う場合において、講義及び

演習については係数３（ただし、演習については、教育上必要と認める場合には係数１．５）、実験及び実習については係

数１（ただし、演習については、教育上必要と認める場合には係数１．５）に対し、それぞれの授業時間を乗じて得た数値

の和が４５時間の授業をもって１単位とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究等の授業科目については、これらの学修の成果を評価して単位を授与する こ

とが適当と認められる場合には、これらに必要な学修を考慮して、単位数を定めるものとする。 

  （授業科目の公示） 

第６条  各学科の各学期に開設する授業科目、単位数、授業時間数及び担当教官は、各学期の始めに公示する。ただし、臨時に 

開講する授業料目については、開講１週間前までに公示する。 

  （登録・試験及び成績評価） 

第７条  医学科及び保健学科の共通教育等の科目並びに保健学科専門科目の登録、試験及び成績評価については、琉球大学各学 

部共通細則の定めるところによる。 

２ 医学科専門科目の試験及び成績評価については、別に定める。 

  （臨床実習履修条件） 

第８条  医学科の臨床実習を履修できる者は、専門科目のうち、別に定める授業料目の試験に合格し、共用試験実施機構が行う 

共用試験（ＯＳＣＥ：Objective Structured Clinical Examination，ＣＢＴ：Computer Based Testing）に合格した者でな

ければならない。 

  （関連教育病院） 

第９条  医学料は、関連教育病院において学生の臨床実習の一部を行なわせるものとする。 

２ 前項の臨床実習に関する必要な事項は、別に定める。 

  （卒業の要件） 

第 10 条  卒業するには、医学科にあっては本学に６年以上（学則第２９条の２第２項の規定に基づく医学科の第２年次及び第

３年次特別編入学者の卒業要件は、第２年次特別編入学者は５年以上、第３年次特別編入学者は４年以上）在学し、別表３に

定める単位の修得並びに専門科目を履修し、かつ、総合試験に合格しなければならない。 

２ 保健学科にあっては本学に４年以上在学し、別表４に定める単位の修得並びに専門科目を履修しなければならない。 



 

 

 （卒業の判定） 

第 11 条 卒業の判定は、教授会が行う。 

 （各種免許） 

第 12 条 保健学科の学生で、各種の免許状を取得しようとする者は、当該免許にかかる所要の単位を別表５のとおり修得しな  

ければならない。 

 （指導教員）                    
第 13 条  学生の勉学その他の相談に応じるため、各学科の年次ごとに指導教員を置く。 

 

       附  則 ( 略 )  
                                                         

附 則（平成１０年１１月４日） 

  この規程は、平成１１年４月１日から施行する。  
附 則 

    この規程は、平成１５年４月１日から施行する。  
附 則      

    この規程は、平成１７年４月１日から施行し、平成１７年３月１日から適用する。 
附 則 

  この規程は、平成１９年４月１日から施行する。  
附 則 

  この規程は、平成２０年４月１日から施行する。  
附 則 
    この規程は、平成２０年７月２３日から施行する。 

附 則 
    この規程は、平成２１年４月１日から施行する。 

附 則 
    この規程は、平成２２年４月１日から施行する。 

 



別表 １

医 学 科 専 門 科 目 の 種 類 及 び 授 業 時 間 数

（１）専門教育科目

授 業 科 目 授 業 時 間 数 備 考

解 剖 学 Ⅰ １９２

解 剖 学 Ⅱ １４０

生 理 学 Ⅰ ９８

生 理 学 Ⅱ １１８

生 化 学 １２６

遺 伝 医 学 ４８

発 生 学 ２８

病 理 学 Ⅰ ・ Ⅱ １７６ 病理学Ⅰ（88）,病理学Ⅱ(88)

細 菌 学 ６４

寄 生 虫 学 ４８

ウ イ ル ス 学 ４８

免 疫 学 ６０

薬 理 学 １２８

衛 生 学 ・ 公 衆 衛 生 学 １２８

法 医 学・医 事 法 制 ８０

生 命 科 学 ２８

医 科 認 知 情 報 科 学 １８

病 理 総 合 学 習 ４２

医 療 情 報 学 １４

基 礎 研 究 １４４

症 候 と そ の 評 価 法 ３４

治 療 学 系 ３０

消 化 器 系 ７６

麻 酔 医 学 系 ４４

呼 吸 器 ・ 胸 壁 ・ 縦 隔 系 ６０

女 性 生 殖 器 系 ７２

歯 ・ 顎 ・ 口 腔 系 ３０

腎 ・ 泌 尿 器 系 ７４

循 環 器 系 ９４

運 動 器 系 ７４

精 神 医 学 系 ５８

内 分 泌 系 ３４

皮 膚 結 合 織 系 ５６

神 経 医 学 系 ５６

血 液 学 系 ２８

感 覚 器 系 （ 耳 ） ４８

感 覚 器 系 （ 眼 ） ４０

感 染 症 系 ６０

代 謝 学 系 ２４

救 急 医 療 系 ４２

小 児 医 学 系 ８０

放 射 線 医 学 系 ４６

臨 床 薬 理 学 ３２

地 域 医 療／プライマリ・ケア ２０

体 験 学 習 ８

（ 臨 床 ・ 総 合 ・ 特 別 講 義 ） ３６

特 別 演 習 ２８

臨 床 実 習 １，８８０

関 連 教 育 病 院 実 習 １６０

合 計 ５，０５２



（２）基礎教育科目

必 修 ・ 選 択

科 目 番 号 授 業 科 目 単 位

の 別

必 修 医 ２０５ 医 学 概 論 Ｂ ２

医 ５０３ 医 学 外 国 語 ２

医 ５０５ 東 洋 医 学 概 説 １

選 択 医 １０１ 外 来 患 者 付 添 い 実 習 １

（３） 第２、３年次編入学生に対する特化授業科目

必修・選択の別 科 目 番 号 授 業 科 目 単位

必 修 熱 帯 医 学 ・ 国 際 保 健 医 学 １



年
 
次

科 目

番 号
授 業 科 目 名 単位 週時間

受講

年次

学
 
期

年
 
次

科 目

番 号
授 業 科 目 名 単位 週時間

受講

年次

学
 
期

保新１０１ 生命倫理学 1 (1-0) 1 前 保新３２５ がん看護論 1 (1-0) 3 前

保新１０２ 早期体験実習 1 (0-3) 1 前 保新３２６ 養護概説 2 (2-0) 3 前

保新１０３ 看護学概論 2 (2-0) 1 後 保新３２７ 病理組織細胞学 3 (2-3) 3 後

保新１０４ 保健福祉政策論 2 (2-0) 1 後 保新３２８ 保健技術学実習Ⅱ 2 (0-6) 3 後

保新１０５ 保健関係法規 1 (1-0) 1 後 保新３２９ 臨床化学Ⅰ 3 (2-3) 3 後

保新１０６ 生活援助看護技術Ⅰ 3 (1-4) 1 後 保新３３０ 臨床化学Ⅱ 2 (2-0) 3 後

保新１０７ 生活援助看護技術実習Ⅰ 1 (0-3) 1 後 保新３３１ 臨床生理学Ⅱ 3 (3-0) 3 後

保新１０８ 国際環境保健学 2 (2-0) 1 後 保新３３２ 臨床免疫学 2 (1-3) 3 後

保新２０１ 生化学実習 1 (0-3) 2 前 保新３３３ 環境微生物学 2 (2-0) 3 後

保新２０２ 分析化学 2 (1-3) 2 前 保新３３４ 食品衛生学 2 (2-0) 3 後

保新２０３ 保健技術関係法規 1 (1-0) 2 前 保新３３５ 小児看護実践学 2 (1-2) 3 後

保新２０４ 疫学 2 (2-0) 2 前 保新３３６ 母性看護実習 2 (0-6) 3 後

保新２０５ 公衆衛生看護学 1 (1-0) 2 前 保新３３７ 慢性期看護実践学 2 (1-2) 3 後

保新２０６ 地区把握実習 1 (0-3) 2 前 保新３３８ 精神看護実践学 2 (1-2) 3 後

保新２０７ 形態学 2 (1-3) 2 前 保新３３９ 急性期看護実践学 2 (1-2) 3 後

保新２０８ 生理学 2 (1-3) 2 前 保新３４０ 救急・災害看護の実践 1 (0-2) 3 後

保新２０９ 生化学 2 (2-0) 2 前 保新３４１ 学校保健学 2 (2-0) 3 後

保新２１０ 免疫学 1 (1-0) 2 前 保新３４２ 公衆衛生看護実践学 2 (1-2) 3 後

保新２１１ 病態生理学 2 (2-0) 2 前 保新３４３ 在宅看護実践学 2 (1-2) 3 後

保新２１２ 生活援助看護技術Ⅱ 3 (1-4) 2 前 保新３４４ 在宅看護実習 2 (0-6) 3 後

保新２１３ 生活援助看護技術実習Ⅱ 2 (0-6) 2 前 保新３４５ 助産診断・技術学Ⅰ 3 (3-0) 3 後

保新２１４ 医用電子工学 3 (2-2) 2 後 保新３４６ 看護システムと管理 1 (1-0) 3 後

保新２１５ 臨床心理学 2 (2-0) 2 後 保新３４７ 健康教育学 2 (1-1) 3 後

保新２１６ 栄養学 2 (2-0) 2 後 保新３４８ 国際母子保健論 1 (1-0) 3 後

保新２１７ 薬理学 2 (1-3) 2 後 保新３４９ 卒業研究Ⅰ 1 (0-3) 3 後

保新２１８ 微生物学 2 (1-3) 2 後 保新３５０ ＲＩ検査技術学 2 (2-0) 3 前

保新２１９ 病理学 2 (1-3) 2 後 保新３５１ 遺伝子診断技術学 2 (1-2) 3 前

保新２２０ 症候病態論 2 (2-0) 2 後 保新４０３ 病理特殊検査法 2 (2-0) 4 前

保新２２１ 母性看護学 1 (2-0) 2 後 保新４０４ 保健技術英語文献講読 2 (2-0) 4 前

保新２２２ 成人看護学 1 (2-0) 2 後 保新４０５ 保健技術学実習Ⅲ 4 (0-12) 4 前

保新２２３ 高齢期看護学 1 (2-0) 2 後 保新４０６ 臨床微生物学 3 (2-3) 4 前

保新２２４ フィジカルアセスメント 1 (0-2) 2 後 保新４０７ 小児看護実習 2 (0-6) 4 前

保新２２５ 外来看護実習 1 (0-3) 2 後 保新４０８ 慢性期看護実習 2 (0-6) 4 前

保新２２６ 高齢期看護実習Ⅰ 1 (0-3) 2 後 保新４０９ 精神看護実習 2 (0-6) 4 前

保新２２７ 島嶼地域看護論 1 (1-0) 2 後 保新４１０ 急性期看護実習 2 (0-6) 4 前

保新３０１ 技術卒業研究Ⅰ 4 (0-12) 3 前後 保新４１１ 保健師実習 3 (0-9) 4 前

保新３０２ 医動物学 1 (1-0) 3 前 保新４１２ 助産診断・技術学Ⅱ 3 (1-4) 4 前

保新３０３ 医動物学実習 1 (0-3) 3 前 保新４１３ 助産管理 1 (1-0) 4 前

保新３０５ 保健技術学実習Ⅰ 2 (0-6) 3 前 保新４１４ 成人総合看護実習 1 (0-3) 4 前

保新３０６ 臨床血液学 2 (1-3) 3 前 保新４１５ 看護総合実習 1 (0-3) 4 後

保新３０７ 臨床検査管理･機器総論 2 (2-0) 3 前 保新４１６ 健康食品学 1 (1-0) 3･4 前

保新３０８ 臨床検査総論 2 (1-3) 3 前 保新４１７ 感染看護学 1 (1-0) 3･4 前

保新３０９ 臨床生理学Ⅰ 2 (1-3) 3 前 保新４１８ 卒業研究Ⅱ 2 (0-6) 4 前後

保新３１０ 保健統計学 2 (1-1) 3 前 保新４１９ 技術卒業研究Ⅱ 4 (0-12) 4 前後

保新３１１ 遺伝学 1 (1-0) 3 前 保新４２０ 画像診断学 2 (2-0) 4 後

保新３１４ 小児看護学 1 (2-0) 3 前 保新４２１ 公衆衛生看護管理 1 (1-0) 4 後

保新３１５ 精神看護学 1 (2-0) 3 前 保新４２２ 助産実習 8 (0-24) 4 後

保新３１６ 家族看護学 2 (2-0) 3 前 保新４２３ 助産統合実習 1 (0-3) 4 後

保新３１７ 周産期学 2 (2-0) 3 前 保新４２４ 臨床看護技術の統合 1 (0-2) 4 後

保新３１８ 助産の理論 3 (3-0) 3 前 保新４２５ 養護実践演習 1 (0-2) 4 後

保新３１９ カウンセリング論 2 (2-0) 3 前 保新４２６ 養護実習 4 3週間 4 後

保新３２０ 母性看護実践学 2 (1-2) 3 前 保新４２７ 看護英語文献講読 1 (1-0) 1～4 後

保新３２１ 高齢期看護実践学 2 (1-2) 3 前 保新４２８ 臨床病理学総論 1 (1-0) 3･4 前

保新３２２ 高齢期看護実習Ⅱ 2 (0-6) 3 前 保新４２９ 総合検査学 2 (2-0) 3･4 前

保新３２３ 家庭訪問技術 1 (0-2) 3 前 保新４３０ 教職実践演習(養護教諭) 2 (0-4) 4 後

保新３２４ 緩和ケア論 1 (1-0) 3 前
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年
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年
次

別表１　　保健学科　専門教育科目の種類・単位数・授業時間数
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別表２

保健学科　　専門教育科目の履修内容

科　　目
番　　号

看 検

必 選 保新１０１ 生命倫理学 1 (1-0) 1 前 保健医療における生と死の倫理的問題について考える。

必 必 保新１０２ 早期体験実習 1 (0-3) 1 前
保健医療の現場における早期体験を通して専門科目への動機づ
けを行う。

必 選 保新１０３ 看護学概論 2 (2-0) 1 後
看護学の概念及び看護の歴史を教授し、看護の対象である人間
の理解、健康と看護、看護実践の理論的枠組み、看護師として
の倫理的判断の基礎について事例を用いて学ぶ。

必 必 保新１０４ 保健福祉政策論 2 (2-0) 1 後

保健・医療・福祉の基本理念や制度を理解し、相互の連携につ
いて学ぶ。行政組織を理解し、保健医療福祉計画の企画および
評価について実践的に学び、保健医療サービスの提供に関する
制度的しくみを体系的に学ぶ。

必 選 保新１０５ 保健関係法規 1 (1-0) 1 後 保健医療福祉に関する基本法令、関係法令について学ぶ。

必 保新１０６ 生活援助看護技術Ⅰ 3 (1-4) 1 後
看護に共通な基本技術、日常生活の援助看護技術、コミュニ
ケーションについて学ぶ。

必 保新１０７ 生活援助看護技術実習Ⅰ 1 (0-3) 1 後
入院している対象者を全人的に理解し、日常生活援助技術を実
践的に学ぶ。

必 必 保新１０８ 国際環境保健学 2 (2-0) 1 後
自然生態系と人間、有害環境因子、地球温暖化と環境・健康問
題について国際的な視点を通して学ぶ。

選 必 保新２０１ 生化学実習 1 (0-3) 2 前 生体諸物質の性質と機能や分離･測定法について実習する。

選 必 保新２０２ 分析化学 2 (1-3) 2 前
物質の定量的・定性的分析法について実習や演習を通して理解
を深める。

選 必 保新２０３ 保健技術関係法規 1 (1-0) 2 前 臨床検査業務内容と関係ある法令

必 必 保新２０４ 疫学 2 (2-0) 2 前
人間集団の中で出現する健康関連事象の頻度と分布およびそれ
らに影響を与える要因を包括的に考究し、健康増進や疾病予防
のあり方について学ぶ。

必 選 保新２０５ 公衆衛生看護学 1 (1-0) 2 前

公衆衛生看護活動の基本的な理念と目標を学ぶ。保健医療情報
を用いて、地域の健康課題を捉える保健師活動の基本的な概要
について学び、地域を基盤とした予防の考え方を学ぶ。また、
地域の社会資源、保健医療福祉の関係機関や、地域看護活動を
展開するための基本的知識を学ぶ。

必 選 保新２０６ 地区把握実習 1 (0-3) 2 前

地域の社会資源を調査し、地域のアセスメントを行う。地域に
顕在、潜在する健康課題を捉える。地域で生活する高齢者との
コミュニケーションを体験し、地域の関係機関との連携、協働
を学ぶ。

必 必 保新２０７ 形態学 2 (1-3) 2 前
人体の肉眼的、組織学的構造について講義と実習を通して理解
をはかる。さらに、人体の基本的構造と機能の関連について学
ぶ。

必 必 保新２０８ 生理学 2 (1-3) 2 前

生理学は、生命現象のメカニズム、調節機構を理解する学問で
ある。人体に見られる種々の生命現象のメカニズムについて、
個々のシステムの働きと身体全体としての調節の働きと両面か
ら講義する。基本的な検査技術を用いた実習を行なう。実習の
結果をまとめレポートを作成する。

必 必 保新２０９ 生化学 2 (2-0) 2 前
生化学の基本的事項である、(1) 人体を構成する基本物質の構
造と機能、(2) それら基本物質の代謝、(3) それら基本物質の
代謝異常と病気の関連について、分子論的観点から学ぶ。
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選 必 保新２１０ 免疫学 1 (1-0) 2 前

細菌やウィルスなどの微生物が体内に侵入することによって引
き起こされる免疫反応について、これに関わる細胞群とサイト
カインなどの液性因子が織りなす生体反応として捉え，さらに
過剰な免疫反応（アレルギー）と免疫不全状態についてもこれ
ら生体反応の異常として理解できるよう講義する。

選 必 保新２１１ 病態生理学 2 (2-0) 2 前
頻度の高い患者の訴えを取り上げ、病態の成立機序を学習す
る。

必 保新２１２ 生活援助看護技術Ⅱ 3 (1-4) 2 前
診療・検査に伴う看護技術、指導技術、フィジカルアセスメン
ト、事例を用いて看護過程の展開方法について学ぶ。

必 保新２１３ 生活援助看護技術実習Ⅱ 2 (0-6) 2 前
生活援助看護技術、診療援助看護技術の実践を通して看護過程
の展開方法について学ぶ。

選 必 保新２１４ 医用電子工学 3 (2-2) 2 後
臨床検査及び医療に応用されている電子工学の理論と医用機器
について学習する。

選 選 保新２１５ 臨床心理学 2 (2-0) 2 後
さまざまな保健医療場面における対象者の心理学的理解と、心
理アセスメント・心理療法を学ぶ。

必 必 保新２１６ 栄養学 2 (2-0) 2 後
栄養学の基礎を学び、人間の健康と栄養の関連について理解す
る。

必 必 保新２１７ 薬理学 2 (1-3) 2 後 医薬品の薬理作用、副作用及び臨床応用

必 必 保新２１８ 微生物学 2 (1-3) 2 後 病原微生物の分類・基本的検査方法、感染と免疫の基本知識

必 必 保新２１９ 病理学 2 (1-3) 2 後
疾病の原因、成り立ち、病態について学び、疾病により生じた
臓器、組織、細胞の形態学変化と機能の変化の関連について理
解する。

必 選 保新２２０ 症候病態論 2 (2-0) 2 後 主な疾患の症候、病態、治療の基本を学習する。

必 選 保新２２１ 母性看護学 1 (2-0) 2 後
母性看護の対象となる人々を理解するために必要な基本概念、
看護援助に必要なリプロヘルス、人生移行などの基本理論につ
いて学ぶ。

必 選 保新２２２ 成人看護学 1 (2-0) 2 後
生活者、発達段階、健康のレベルの視点から成人期である対象
を捉え、看護を展開する上での基本的知識や看護理論について
学ぶ。

必 選 保新２２３ 高齢期看護学 1 (2-0) 2 後

ライフサイクルからみた高齢（老年）期の特徴と加齢に伴う生
活の変化、健康障害の特徴について理解し、健康の保持増進、
自立した生活を支援するための高齢者看護の役割およびリハビ
リテーション看護の役割について学ぶ。

必 保新２２４ フィジカルアセスメント 1 (0-2) 2 後

医学的知識に裏づけられたケアに生かせるフィジカルアセスメ
ントの技術・知識を習得する。身体各部の機能をアセスメント
するだけでなく成人、老年、母性、小児と各期の特長を生かし
た、ホリスティックなアセスメントも行う。

必 保新２２５ 外来看護実習 1 (0-3) 2 後
外来及び中央診療部門の特徴と看護の役割・機能を学ぶととも
に、継続看護の視点から包括的な看護の役割と機能を学ぶ。

必 保新２２６ 高齢期看護実習Ⅰ 1 (0-3) 2 後
介護老人福祉施設で生活している高齢者の生活場面をとおして
施設における高齢者看護の実際について学ぶ。
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選 選 保新２２７ 島嶼地域看護論 1 (1-0) 2 後
沖縄県の地域特性に関わる保健活動を離島の公衆衛生看護活動
を中心に学ぶ。

必 保新３０１ 技術卒業研究Ⅰ 4 (0-12) 3 前後
保健諸分野の研究方法論、実験計画法、調査法などを学習す
る。

選 必 保新３０２ 医動物学 1 (1-0) 3 前
人間に病害を与える自然界の動物の形態、生態（感染経路、病
害）、予防法について学習する

選 保新３０３ 医動物学実習 1 (0-3) 3 前
医動物学の講義と平行し、重要事項について実習・見学を通し
て検査・予防方法などを習得する。

必 保新３０５ 保健技術学実習Ⅰ 2 (0-6) 3 前 臨床検査に関する実務を学内外の病院において習得する。

必 保新３０６ 臨床血液学 2 (1-3) 3 前 臨床検査に必要な血液学および血液疾患について学習する。

必 保新３０７ 臨床検査管理･機器総論 2 (2-0) 3 前
検査技術管理(検体採取法や検体管理、成績の精度管理など)を
含む検査管理総論と検査機器の保守管理を含む検査機器総論を
学習する。

必 保新３０８ 臨床検査総論 2 (1-3) 3 前
臨床検査に必要な知識、技術を学び、尿、便、血液などの一般
検査について実習を行い、臨床的意義を学習する。

必 保新３０９ 臨床生理学Ⅰ 2 (1-3) 3 前
心電図検査、呼吸心機能検査、超音波検査などの臨床生理検査
について、その原理と検査の実際について学習する。

必 必 保新３１０ 保健統計学 2 (1-1) 3 前
人間集団を対象とした健康関連情報の種類、分布、収集方法、
統計的整理、分析、評価など、統計学の基礎について学ぶ。

選 選 保新３１１ 遺伝学 1 (1-0) 3 前 遺伝学の基礎と遺伝性疾患への対応の基本を学ぶ。

必 選 保新３１４ 小児看護学 1 (2-0) 3 前
小児の成長・発達及び生活と社会・健康問題について理解し、
小児看護の基本的理論と生活援助技術について学ぶ。

必 選 保新３１５ 精神看護学 1 (2-0) 3 前
心や性の発達，家庭，学校,職場，地域における精神保健と援助
の概要，精神障害の基礎知識について学習する。

必 選 保新３１６ 家族看護学 2 (2-0) 3 前

健康問題のある患者、家族を1つのユニットと捉え、健康問題を
アセスメントしアプローチするための基礎となる理論やモデル
等について解説する。また、家族をテーマとする映画の分析や
家族物語自作自演の集団学習を通して、多様な家族像を理解し
現象を概念化できる知識と技術を学ぶ。

選 選 保新３１７ 周産期学 2 (2-0) 3 前 妊婦・産婦・褥婦管理に必要な症候・病態を学ぶ。

選 保新３１８ 助産の理論 3 (3-0) 3 前
女性の生涯を通した性・生殖に関する援助及び助産の理論につ
いて学ぶ。

選 選 保新３１９ カウンセリング論 2 (2-0) 3 前
カウンセリングの基礎知識と基本的な技法をふまえ、学校や病
院臨床その他での活用法を学ぶ。

必 保新３２０ 母性看護実践学 2 (1-2) 3 前
ヒューマン・セクシャリティ、リプロダクティブ・ヘルス／ラ
イツを尊重し、特に周産期の女性や家族に対する看護援助の知
識・実践技術を学ぶ。

必 保新３２１ 高齢期看護実践学 2 (1-2) 3 前
高齢者看護の基本的技術および日常生活援助技術、援助方法お
よび社会における高齢者問題・課題について学ぶ。
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必 保新３２２ 高齢期看護実習Ⅱ 2 (0-6) 3 前
病院で療養している高齢者の健康レベルに応じた看護の実際に
ついて学ぶ。

必 保新３２３ 家庭訪問技術 1 (0-2) 3 前
地域における個人・家族の生活支援技術を学ぶ。顕在化した問
題を抱えるケースのみでなく、問題が潜在化したケースの介入
支援について演習を行う。

必 選 保新３２４ 緩和ケア論 1 (1-0) 3 前

患者をトータルペインの視点で捉え、症状の緩和と患者のQOLの
改善にむけての援助を提供するための基本的知識を学ぶ。また
終末期における看護について学ぶとともに、死をめぐる倫理的
課題やチーム医療についても理解を深め、看護の役割について
考える。

選 選 保新３２５ がん看護論 1 (1-0) 3 前
がんに関する基礎的知識を習得し、がん患者・家族に対する援
助方法について学習する。

選 選 保新３２６ 養護概説 2 (2-0) 3 前
養護教諭の存在意義と職務の概要ならびに職務を遂行するため
の基本的な知識及び方法を学ぶ。

必 保新３２７ 病理組織細胞学 3 (2-3) 3 後
病理組織学、細胞診断学を学ぶ。さらに病理標本、細胞標本の
作製に必要な知識と技術を講義と実習を通じて学ぶ。

必 保新３２８ 保健技術学実習Ⅱ 2 (0-6) 3 後
臨床検査技師等の職務遂行にあたって必要とされる諸検査の技
術を習得する。

必 保新３２９ 臨床化学Ⅰ 3 (2-3) 3 後
血中諸酵素、諸代謝物質、ホルモンなどの定量法、各種臓器機
能検査法について講義及び実習を通して学習する。

必 保新３３０ 臨床化学Ⅱ 2 (2-0) 3 後
体液や臓器の構成成分の質的･量的変動を通して病気の発症機構
を臨床生化学の面から学習する。

必 保新３３１ 臨床生理学Ⅱ 3 (3-0) 3 後
画像診断や感覚機能検査を中心として生理機能検査とその臨床
的意義について学習する。

必 保新３３２ 臨床免疫学 2 (1-3) 3 後 病態の成立機序を免疫学的側面により学習する。

選 選 保新３３３ 環境微生物学 2 (2-0) 3 後
種々の環境下に生息する微生物の種類・生態および多種多様な
機能や特性について学習する。

選 選 保新３３４ 食品衛生学 2 (2-0) 3 後
食の安全に関わるさまざまな事例を知り、食品安全管理の重要
性について理解する。

必 保新３３５ 小児看護実践学 2 (1-2) 3 後
小児の健康の維持・増進・回復及びQOLの向上に必要な看護の理
論と技術について学ぶ。

必 保新３３６ 母性看護実習 2 (0-6) 3 後
母性看護の知識と技術を臨地実習の場を通して統合し、実践力
を高める。

必 保新３３７ 慢性期看護実践学 2 (1-2) 3 後
慢性期にある患者および終末期にある患者を対象に、個々のレ
ベルに合った健康に向けて、QOLの向上と充実をめざした看護援
助が行えるよう、日常生活および家族への援助の方法を学ぶ。

必 保新３３８ 精神看護実践学 2 (1-2) 3 後
精神の健康問題をもつ対象者の看護援助方法について学習す
る。

必 保新３３９ 急性期看護実践学 2 (1-2) 3 後

疾病や外傷、手術等により高度な侵襲を受ける急性期成人患者
の理解を深め、適切な看護を実践するためのコミュニケーショ
ン技術、フィジカル・アセスメントを含めた看護方法について
学ぶ。
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選 選 保新３４０ 救急・災害看護の実践 1 (0-2) 3 後

養護教諭ならびに看護系技術者に必要な救命救急の基本につい
て学び、救急法の知識と救急処置法の基礎的な技術の習得を図
る。また、災害直後から支援できる看護実践について理解し、
災害看護の知識及び実践方法について講義と演習を通して学習
する。

選 選 保新３４１ 学校保健学 2 (2-0) 3 後 学校における保健管理や保健教育のあり方について学ぶ。

必 保新３４２ 公衆衛生看護実践学 2 (1-2) 3 後

集団における健康の維持増進について特定集団、グループ、地
域組織に対する介入支援を学び、グループを対象とした教育方
法、集団力学について学ぶ。働く人人の健康管理、職場での健
康管理について学ぶ。さらに、健康危機が発生した時の対応に
ついても学ぶ。

必 保新３４３ 在宅看護実践学 2 (1-2) 3 後

在宅で療養する人々や家族の健康問題、生活障害、終末期ｹｱ等
の看護展開に必要な看護技術、社会資源の活用方法、他機関と
の連携やケアマネジメントなど、在宅ケアにおける看護者の役
割及び機能について解説する。また、対象者の健康問題や生活
障害をアセスメントし、多様な価値観、生活習慣等を尊重しつ
つQOLの維持・向上をめざす看護者の知識・技術・態度について
学ぶ。

必 保新３４４ 在宅看護実習 2 (0-6) 3 後

訪問看護ステーションにおいて、疾病や障害を持つ療養者、終
末期にある対象･家族への在宅看護活動に同行し、看護技術の提
供、環境整備、療養生活の維持･向上にむけた他機関との連携、
ケアマネジャーとの協働を体験する。また、受持ち事例をアセ
スメントし、課題検討や看護計画立案、評価、修正を通して実
践力を養う。

選 保新３４５ 助産診断・技術学Ⅰ 3 (3-0) 3 後
妊娠・分娩・産褥・新生児各期の経過診断及び健康生活にかか
わる診断について学ぶ。

選 選 保新３４６ 看護システムと管理 1 (1-0) 3 後
チーム医療及び他職種との協働の中で、メンバーシップ・リー
ダーシップを理解し、看護マネジメント、医療安全管理、災害
看護、諸外国との協力について学ぶ。

選 保新３４７ 健康教育学 2 (1-1) 3 後
健康教育における理論と方法を学び、演習を通して実践力を高
める。

選 選 保新３４８ 国際母子保健論 1 (1-0) 3 後
国際母子保健の現状と課題を理解し、感染症と栄養障害を中心
に学習する。

必 保新３４９ 卒業研究Ⅰ 1 (0-3) 3 後
保健・看護諸分野の研究方法論、実験計画法、調査法などを学
習する。

選 必 保新３５０ ＲＩ検査技術学 2 (2-0) 3 前
放射性同位元素の基礎原理と臨床検査における利用について学
習する。

必 保新３５１ 遺伝子診断技術学 2 (1-2) 3 前
分子生物学的手法を用いた各分野の臨床検査について学習す
る。

選 選 保新４０３ 病理特殊検査法 2 (2-0) 4 前
特殊染色、免疫組織染色の理論、電子顕微鏡の理論とその応用
について講義する。

選 選 保新４０４ 保健技術英語文献講読 2 (2-0) 4 前 保健技術系各分野のトピックスを外国文献を通して学習する。

必 保新４０５ 保健技術学実習Ⅲ 4 (0-12) 4 前 学内外の総合病院において、実践的検査技術を実習する。

必 保新４０６ 臨床微生物学 3 (2-3) 4 前
感染症の診断・治療に寄与しうるような病原微生物の検査法の
講義および実習



別表２

保健学科　　専門教育科目の履修内容

科　　目
番　　号

看 検

受講
年次

学期 授　　　業　　　内　　　容

必修
・

選択
の別

授 業 科 目 名 単位 週時間

必 保新４０７ 小児看護実習 2 (0-6) 4 前
健康に問題のある小児の看護を看護過程を通して実践し、小児
の健康回復・維持・予防及びQOLの向上に必要な小児看護技術、
社会資源、小児病棟管理等について学ぶ。

必 保新４０８ 慢性期看護実習 2 (0-6) 4 前
慢性期にある対象者に対し、個別性を踏まえ、セルフケア能力
を促進させるための看護過程を展開し、看護の実際を学ぶ。

必 保新４０９ 精神看護実習 2 (0-6) 4 前
精神の健康問題をもつ対象者の看護援助の実際について学習す
る。

必 保新４１０ 急性期看護実習 2 (0-6) 4 前
周手術期にある成人を受け持ち、患者理解を深めるようコミュ
ニケーション技術、フィジカル・アセスメントを含めた看護実
践、事例の看護過程の展開をとおして看護の実際を学ぶ。

必 保新４１１ 保健師実習 3 (0-9) 4 前
地域の生活集団を対象にした公衆衛生看護活動や家庭訪問の実
際を学ぶ。地域組織との連携、育成について学ぶ。健康危機管
理のシステムについて学ぶ。

選 保新４１２ 助産診断・技術学Ⅱ 3 (1-4) 4 前
助産診断に基づく基礎技術と分娩介助技術・相談技術について
学ぶ。

選 保新４１３ 助産管理 1 (1-0) 4 前
医療施設の助産業務管理・運営及び地域母子保健活動における
助産師の役割を学ぶ。

必 保新４１４ 成人総合看護実習 1 (0-3) 4 前
急性期看護実習を基盤に、継続して事例のケーススタディを行
い、病棟や外来における看護チーム活動、看護管理の視点から
総合的に実習する。

必 保新４１５ 看護総合実習 1 (0-3) 4 後

各領域実習を終えた学生がさらに関心を深めたい領域（基礎・
成人・在宅・小児・母性・精神・老年・地域）の中から、自己
の課題目標を主体的に設定し、その課題を達成するための実習
（方法論として臨地またはケーススタディ等より選択）を行な
い、総合的な看護実践能力を養う。

選 選 保新４１６ 健康食品学 1 (1-0) 3･4 前
健康食品と医薬品の相違、健康食品の過剰摂取による問題、健
康食品関連法規など、健康食品についての基礎知識を学ぶ。

選 選 保新４１７ 感染看護学 1 (1-0) 3･4 前

医療・保健・福祉などの施設、在宅、地域の場における個人及
び集団の特徴を把握して、感染予防、感染症からの治癒・回復
の促進、感染防止そして医療安全のための看護の役割について
学ぶ。

必 保新４１８ 卒業研究Ⅱ 2 (0-6) 4 前後
研究計画書に沿って研究を行い研究論文の作成ならびに発表を
行う。

必 保新４１９ 技術卒業研究Ⅱ 4 (0-12) 4 前後
保健諸分野における調査、実験研究を行い、研究論文の作成な
らびに研究発表を行う。

選 選 保新４２０ 画像診断学 2 (2-0) 4 後
各種の画像検査法の特性及び臓器別に特徴的な疾患の診断につ
いて学習する。

選 保新４２１ 公衆衛生看護管理 1 (1-0) 4 後

公衆衛生看護活動の管理や評価、社会資源の開発について活動
事例を中心に学ぶ。行政組織を理解し、保健医療福祉計画の企
画および評価について実践的に学ぶ。健康危機が発生した時の
対応についても学ぶ。

選 保新４２２ 助産実習 8 (0-24) 4 後
助産師として実践に必要な診断技術や分娩介助技術・保健指導
技術を習得する。

選 保新４２３ 助産統合実習 1 (0-3) 4 後
助産実習を通して明らかになった自分の課題・深めたい技術に
ついて重点的に実習し、助産実践のあり方を総括する。



別表２

保健学科　　専門教育科目の履修内容

科　　目
番　　号

看 検

受講
年次

学期 授　　　業　　　内　　　容

必修
・

選択
の別

授 業 科 目 名 単位 週時間

選 保新４２４ 臨床看護技術の統合 1 (0-2) 4 後

臨地実習における学生の看護技術体験と実践能力自己評価の分
析を踏まえ、モデルや模型を活用した演習で臨床看護技術の統
合を図る。またコミュニケーション演習や多重課題が発生する
状況設定演習により実践的な対応能力を養い、合わせて総合的
な看護技術の評価を行う。

選 保新４２５ 養護実践演習 1 (0-2) 4 後
養護教諭としての専門的知識と技術の習得をより効果的にすす
めるために、養護実習に即して事前指導・中間報告会ならびに
事後指導を行う。

選 保新４２６ 養護実習 4 3週間 4 後
教育活動全般ならびに学校保健活動（保健管理・保健教育・組
織活動）の展開を実際に体験し、養護教諭として学校保健活動
を推進していく実践的能力を培う。

選 選 保新４２７ 看護英語文献講読 1 (1-0) 1～4 後
国際的視野を広め、時代に対応した看護学の理解を深めるよう
看護研究に必要な英文の看護文献、原著論文を邦訳し、それを
もとにクリティカルシンキングを学ぶ。

選 必 保新４２８ 臨床病理学総論 1 (1-0) 3･4 前

様々な疾病について臓器別・機能別に分類して捉え，病因・病
態，診断と主な治療法について系統的に理解できることを目的
として講義する。内容は序論に始まり12の臓器別・機能別疾患
群からなり、各疾患群の臨床病理の基本を把握できるように
なっている。

選 選 保新４２９ 総合検査学 2 (2-0) 3･4 前
各教科の学習によって得られた知識を統合的に活用しながら、
臨床検査各分野のトピックスや最近話題の疾患について複数教
員が講義し、検査と疾患のつながりを学習する。

選 保新４３０ 教職実践演習（養護教諭） 2 (0-4) 4 後

教員として最低限必要な資質能力が培われているか否かを確認
する。教員としての①使命感や責任感、教育的愛情等に関する
事項②社会性や対人関係能力に関する事項③児童生徒理解や保
健室経営等に関する事項④保健指導の指導力に関する事項を満
たすため、これまで学修した教職科目等の振り返り、現地調査
（フィールドワーク）、模擬授業、グループ討議等を行う。



別表３

医学科卒業要件

授 業 科 目 の 区 分 必 修 選 択 備 考

健康運動系科目

人文系科目 ４単位

教養領域

社会系科目 ４単位

共

自然系科目

ヒトの科学と人間の医学（医学概論Ａ）（２）、

通 総 一 般 ４単位 動物実験の基礎（２）

総合領域 合 高学年次 ２単位 倫理総合討論（２）

教

琉大特色科目

育 情報関係科目 ２単位 情報科学演習（２）

基幹領域

外国語科目 10単位 英語（６）、英語以外の一つの外国語（４）

小 計 26単位

統計学（２）

専 生物学Ⅰ（２）、Ⅱ（２）、生物学実験（１）

門 物理学実験（１）、化学実験（１）

基 先 修 科 目 17単位

礎 ＊上記科目以外に下の科目の中から履修すること

教 微分積分学ＳＴⅠ（２）、Ⅱ（２）

育 物理学Ⅰ（２）、Ⅱ（２）

化学Ⅰ（２）、Ⅱ（２）

専門科目

専 基礎教育科目 ５単位 医学概論Ｂ（２）

門 医学外国語（２）

教 東洋医学概説（１）

育

専門教育科目 5,052時間

48単位

合 計 5,052時間

抜 粋

琉球大学医学部規程

（臨床実習履修条件）

第８条 医学科の臨床実習を履修できる者は、専門科目のうち、別に定める授業料目の試験に合格し、共用試験実施機構が行う

共用試験（ＯＳＣＥ：Objective Structured Clinical Examination，ＣＢＴ：Computer Based Testing）に合格した者でなけれ

ばならない。

（卒業の要件）

第10条 卒業するには、医学科にあっては本学に６年以上（学則第２９条の２第２項の規定に基づく医学科の第２年次及び第３

年次特別編入学者の卒業要件は、第２年次特別編入学者は５年以上、第３年次特別編入学者は４年以上）在学し、別表３に定

める単位の修得並びに専門科目を履修し、かつ、総合試験に合格しなければならない。

◎学士入学者の卒業要件に以下を加える。

学士入学者は、「学士入学者に対する特化授業」を履修すること。

※医学科専門教育科目の授業時間・内容等詳細については「琉球大学医学部医学科履修要綱」を参照すること。



別表 4 

保健学科卒業要件 

授 業 科 目 の 区 分 必 修 選 択 備 考 

健康運動系科目 2 単位   

人文系科目 4 単位  

社会系科目 4 単位  

教

養

領

域 
自然系科目 4 単位 ヒトの健康科学（2 単位） 

総合科目 2 単位  総

合

領

域 

琉大特色科目   

情報関係科目 2 単位 

2 単位以上 

情報科学演習（2 単位） 基

幹

領

域 

外国語科目 ８単位  英語（８単位）、又は英語（４単位）と他

の一つの外国語（４単位） 

共 

 

通 

 

教 

 

育 

小  計 28 単位以上  

 
看護学コース 検査技術学コース 

授業科目の区分 必修 選択 授業科目の区分 必修 選択 

基礎領域 36 単位 3 単位 先修科目 

転換科目 

①化学Ⅱ（2 単位） 
②化学実験（1 単位） 
③生物学Ⅱ（2 単位） 
④物理学Ⅱ（2 単位） 
又は物理学入門Ⅱ（2 単位） 
上記指定科目より 5 単位以上 

 

実践領域 42 単位 2 単位 専門基礎科目 23 単位 

専
門
教
育 

展開領域 12 単位 3 単位 専門科目 56 単位 

14 単位以上 

小  計 98 単位以上 

卒業要件 共通教育+専門教育=126 単位以上 

注 1 専門教育科目の授業時間・内容等については、「保健学科履修要綱」及び「琉球大学 Syllabus Web」参照 

注 2 看護学コースの学生は、共通教育「人文系科目」の「人間関係論」、「生命倫理」を履修することが望ましい。 

注 3 検査技術学コースの共通教育「総合科目」2 単位は、「動物実験の基礎」、「遺伝子の話」、「熱帯の科学」の中から

履修することが望ましい。又、共通教育の選択欄の 2 単位は、専門基礎教育指定科目の中から履修する。 

注 4 看護学コ－スの養護教諭一種免許取得を希望するものは、社会系科目「憲法概論」及び「保健学科履修要綱の別表

5，6，7，8」を参照して専門教育の選択科目を履修すること。また、学期毎に「教職課程 履修カルテ」の記入

をすること。 

注 5 看護学コースの学生のうち、保健師免許取得後（卒業後）に養護教諭二種免許状取得を希望するものは、社会系科

目「憲法概論」を履修すること。 



別表５

　免許に必要な科目及びコース別必修科目 注：この表以外に卒業に必要な科目も履修すること。

△● 生命倫理学 1 △● 病理学 2 △● 形態学 2

△● 看護学概論 2 △● 症候病態論 2 △● 生理学 2

△● 早期体験実習 1 △● 母性看護学 1 △● 生化学 2

△● 保健福祉政策論 2 △● 成人看護学 1 △● 病理学 2

△● 保健関係法規 1 △● 高齢期看護学 1 △● 微生物学 2

△● 疫学 2 △● 公衆衛生看護学 1 △● 薬理学 2

△● 形態学 2 △● 地区把握実習 1 △● 栄養学 2

△● 生理学 2 △● 保健統計学 2 ● 保健福祉政策論 2

△● 生化学 2 △● 小児看護学 1 ● 疫学 2

△● 栄養学 2 △● 精神看護学 1 ● 国際環境保健学 2

△● 薬理学 2 △● 家族看護学 2 △● 保健技術関係法規 1

△● 微生物学 2 △● 保健統計学 2

臨床心理学 2 遺伝学 1

免疫学 1 環境微生物学 2 ● 早期体験実習 1

総合検査学 2 食品衛生学 2 △● 生化学実習 1

病態生理学 2 健康食品学 1 △● 臨床化学Ⅰ 3

臨床病理学総論 1 画像診断学 2 △● 臨床化学Ⅱ 2

△● ＲＩ検査技術学 2

△● 分析化学 2

△ 周産期学 2 △ 助産の理論 3 ● 病理組織細胞学 3

△● 臨床検査総論 2

△● 臨床検査管理・機器総論 2

△● 生活援助看護技術Ⅰ 3 △● 精神看護実践学 2 ● 遺伝子診断技術学 2

△● 生活援助看護技術実習Ⅰ 1 △● 精神看護実習 2 △● 臨床生理学Ⅰ 2

△● 生活援助看護技術Ⅱ 3 △● 高齢期看護実践学 2 △● 臨床生理学Ⅱ 3

△● 生活援助看護技術実習Ⅱ 2 △● 高齢期看護実習Ⅱ 2 △● 医用電子工学 3

△● フィジカルアセスメント 1 △● 慢性期看護実践学 2 △● 臨床微生物学 3

△● 高齢期看護実習Ⅰ 1 △● 慢性期看護実習 2 △● 医動物学 1

△● 外来看護実習 1 △● 急性期看護実践学 2 △● 免疫学 1

△● 母性看護実践学 2 △● 急性期看護実習 2 △● 臨床免疫学 2

△● 母性看護実習 2 △● 公衆衛生看護実践学 2 △● 臨床血液学 2

△● 小児看護実践学 2 △● 家庭訪問技術 1 △● 病態生理学 2

△● 小児看護実習 2 △● 保健師実習 3 △● 臨床病理学総論 1

公衆衛生看護管理 1 △● 保健技術学実習Ⅰ 2

△● 保健技術学実習Ⅱ 2

● 保健技術学実習Ⅲ 4

△ カウンセリング論 2 △ 学校保健学 2 ● 技術卒業研究Ⅰ 4

△ 救急・災害看護の実践 1 ● 技術卒業研究Ⅱ 4

生命倫理学 1

△● 緩和ケア論 1 △● 看護総合実習 1 病理特殊検査法 2

△● 在宅看護実践学 2 △● 卒業研究Ⅰ 1 医動物学実習 1

△● 在宅看護実習 2 △● 卒業研究Ⅱ 2 画像診断学 2

△● 成人総合看護実習 1 △● 国際環境保健学 2 保健技術英語文献講読 2

島嶼地域看護論 1 感染看護学 1 環境微生物学 2

看護英語文献講読 1 国際母子保健論 1 症候病態論 2

がん看護論 1 臨床看護技術の統合 1 総合検査学 2

看護システムと管理 1 遺伝学 1

国際母子保健論 1

島嶼地域看護論 1

△ 助産診断・技術学Ⅰ 3 △ 助産管理 1

△ 助産診断・技術学Ⅱ 3 △ 助産実習 8

△ 助産統合実習 1

△ 健康食品学 1

△ 食品衛生学 2

△ 健康教育学 2 △ 養護実践演習 1

△ 養護概説 2 △ 養護実習 4

△ 教職実践演習（養護教諭） 2

＜備考＞　　１．△印は当該欄の免許指定科目　　　●印は当該欄のコース必修科目

看　　　護　　　学　　　コ　　　ー　　　ス 検　査　技　術　学　コ　ー　ス

臨床検査技師看 護 師 ・ 保 健 師

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目

基
礎
領
域

実
践
領
域

看 護 師 ・ 保 健 師

養　　護　　教　　諭

養　　　護　　　教　　　諭

展
開
領
域

助　　　　産　　　　師

履
修
が
望
ま
し
い
選
択
科
目

健康食品管理士

助　　　　産　　　　師

看 護 師 ・ 保 健 師
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